虜 とならず、 人生の 陰翳 を 描いて 柔軟な 才能 を 駆使し 

得た の は、 まさに、 健康で 豊かな 機智の 賜で あり、 そ 

して、 その 機智 こそが、 この 戯曲 を 平面 的な 理屈つ ぼ 

さから 救 ひ、 それ 以上に、 感触の 爽やかな、 楽しい も 

のにして ゐる 原因で ある。 

この 戯曲で 難点と 思 はれる の は、 いは ゆる 「イン テ 

リ論」 が 随所に 顔 を 出す が、 その 意見 は 活字で 読むな 

ら ともかく、 舞台の せりふと して は、 いささか、 一 般 

見物 (聴き 手) の 感興 を 殺ぐ 煩 はし さに なって ゐるこ 

とで ある。 現代 インテリの 特性が 諷剌 的に 描かれて ゐ 

る だけなら、 それ は それと して、 劇中 人物の ある 色彩 
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